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概略   

 土壌燻蒸剤として使用されていた臭化メチルが平成24年度をもって全ての使
用を禁止された事や、地球温暖化に伴う気候変動とウイルス媒介昆虫の生息域
拡大により生産現場での病害リスクは増加の一途を辿っている。病害防除対策
としては抵抗性品種や抵抗性台木の活用が代表的である一方で、新規病害や新
レースの発生により、既存の抵抗性品種のみでは防除が難しいケースも増えて
いる。そのため、民間種苗会社における新規抵抗性品種の育成は極めて重要な
目標の１つとなっている。 

  生産現場では病害防除のための新たな耐病性品種の早期導入が望まれている
が、野菜花卉品種の育成には長い歳月が必要となることや、育種素材の枯渇に
より病害への対応が困難となる等、課題も多い。しかしながら、次世代シーク
エンサーの登場により、ゲノム解析は飛躍的な進歩を遂げ、野菜花卉類でもゲ
ノム情報を利用した育種技術の開発が進められている。例えば、耐病性領域を
選抜する分子マーカーを作成することで耐病性品種の育種年限短縮が果たされ
ている。 

  今回は事例も含め、民間種苗会社における耐病性品種育成の現状や新技術に
ついて紹介する。 
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